
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立西原中学校 ）     学校番号 ２５６                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 地域の学校として学校・家庭・地域が連携・協働し、社会に貢献できる人材を育む学校        

          

重 点 目 標 

１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るための授業づくり 
２ 安心・安全な学校に向けた教育支援・相談体制の充実と教育環境の整備 
３ 学校運営協議会を核とした地域、保護者の願いが叶う教育の実現 
４ 全国教員研修プラットフォーム Plantを活用した教職員研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 

○全国及び市独自の学力・学習状況調査では、多

くの教科で市平均をやや下回っており、特に概

念的な理解しゃ定着についての理解度が乏し

い。 

〈課題〉 

〇教員による説明や教科書の言葉をなぞるなど、

表面的な指導で終わってしまうケースが見られ

た。 

○知識・技能が不十分であるため、思考が深まら

ず、できる生徒中心で議論が進んでしまうこと

がある。また、記述での無回答率がやや高い。 

〇授業ごとに行う Y（やったこと）W（わかったこ

と）T（次になること）による授業の振り返りを

先送りしたり、事後にまとめて書かせたりする

など、時間確保が不十分なケースが見られた。 

・デジタルドリ

ルや学習ツー

ルを活用した

家庭学習によ

る個別最適な

学びの充実 

①授業の説明の他にも、全校でスタディ

サプリに取り組む時間の設定（朝学

習：年 15 回）や、宿題配信など、基

礎定着のための機会を確保する。 

②授業における YWT の振り返り、家庭学

習の状況を記録するグロウスログノ

ートを活用した家庭学習の充実を図

る。 

①学校自己評価、生徒対象「１日の平均

的な学習時間」の１時間以上の割合の

向上。（R5:52.0%→R6:60%） 

②市独自の学力・学習状況調査生活質問

紙「学習した内容について、分かった

点や、よく分からなかった点を見直

し、次の学習につながることができて

いますか。」の肯定的な回答の割合を

市平均以上とする。（R5:85.9%） 

①学校自己評価、生徒対象「１日の平均的な

学習時間」の１時間以上の割合は、49%と前

年度及び目標を達成できなかった。 

②市独自の学力・学習状況調査生活質問紙

「学習した内容について、分かった点や、

よく分からなかった点を見直し、次の学習

につながることができていますか。」の肯

定的な回答の割合は、85.9%と前年と同じ結

果となった。 

Ｂ 

・スタディサプリの活用は、確実に増

加しているが、継続的な家庭学習の

時間の増加につなげることが出来な

かった。 

・引き続き YWT による振り返りの充実

を図りながら、主体的に家庭学習に

取り組める手立てを次年度研究して

いきたい。 
 

・一日の平均的な学習時間につ

いて１時間以上の割合を増や

すことは、生徒の実際の生活

から考えると厳しいのではな

いか。習い事等を考え、１週

間の中でといった長い単位で

調査してはどうか。 

 

・生徒が主体的に学校行事に取

り組むことが増えているよう

に感じる。「やってあげ過ぎ

ない」ことの大切さもある。 

・生徒の主体的

な学びを実現

させるための

手立て及び教

職員の指導力

向上 

①授業における YWT による振り返りの時

間を確保することで、自ら学ぶ力を高

める 

②本年度より新たなに「『個別最適な学

び』と『協働的な学び』の一体的な充

実」を研究テーマとし、学習指導法の

開発・実践を進める。 

①学校自己評価、生徒対象「授業に進ん

で意欲的に取り組んでいる。」の A 評

価の割合の向上。(R5:40.4%→R6:45%) 

②市独自の学力・学習状況調査の「思

考・判断・表現」領域の平均正答率を

昨年度以上とする。(R5:59.9%) 

 

①学校自己評価、生徒対象「授業に進んで意

欲的に取り組んでいる。」の A 評価の割合

は、42.4%と前年度を上回ったが、目標には

達さなかった。 

②市独自の学力・学習状況調査の「思考・判

断・表現」領域の平均正答率は、57.1%と市

平均を 0.9 上回り昨年以上の結果を得た 

Ａ 

・教職員による ICT を活用した授業

等、授業改善は確実に行われてい

る。引き続き、生徒の主体的な学び

を実現するための研究をしていきた

い。 

・小・中一貫の充実のため、兼務教員

が小６に入れるよう配慮願いたい。 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査質問紙「学校に行くの

は楽しいと思う」「友人関係に満足している」

と回答した生徒の割合は全国平均を大きく上回

っている。 

〇昨年度、保健室の外科的来室は507件発生し、前

年同様であったが、内科的来室は615件と前年度

比124%と増加している。 

〈課題〉 

〇多様な生徒一人ひとりの状況を的確に把握し、

適切なタイミングで組織的に支援・相談してい

く体制、仕組みづくりが課題である。 

〇本年度は体育館空調工事等、長期間に渡る工事

も予定されていることから、瑕疵による事故が

発生しないよう、業者との連携を適切に実施す

る。 

・生徒一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

①週１回の生徒指導部会、教育相談部会

において、生徒の最新情報を随時共有

し、迅速且つ組織的な対応を行う。 

②新規の取組となるスクールダッシュボ

ード、Solaるーむの運用方法の検討を

重ね、安定運用に向けた体制を整える

とともに、生徒指導、教育相談の充実

を図る。 

①学校自己評価・保護者対象「学校は、

悩みごとに対して、相談できる体制を

整えている」への肯定的な回答の割合

の向上。（R5:82.4%→R6:85%） 

②市学習状況調査「困ったり、悩んだり

したときには、だれかに相談しようと

思いますか」への肯定的な回答の割合

を昨年度以上とする。(R5:81.5%) 

①学校自己評価・保護者対象「学校は、悩み

ごとに対して、相談できる体制を整えてい

る」への肯定的な回答の割合は、80.8%と前

年度及び目標を達成できなかった。 

②市学習状況調査「困ったり、悩んだりした

ときには、だれかに相談しようと思います

か」への肯定的な回答の割合は、81.4%と前

年度を0.01下回ったが市平均は上回った。 

Ｂ 

・３学年が 73%と学校の相談体制につ

いての課題が見られた。進路指導、

生徒間トラブル等、最終学年だから

こその充実を図る必要がある。 

・スクールダッシュボードについて

は、時間や環境の制限により習慣化

させることはできなかった。見取り

も含めて改善を図っていく。 

 

・悩み事に対して、最初の窓口

としての担任の役割が機能し

ていると感じており、保護者

の安心感が高いことも頷け

る。 

 

・保護者の悩み事に対する相談

体制については、そもそも相

談が必要な場面がなかったと

も考えられるのではないか。

学校評価における学年間の格

差についても検討を行い、学

年に応じた手立てを講じるこ

とも必要なのではないか。 

・安心・安全で

美しく整えら

れた教育環境

づくり 

①開校当初から変わらぬ校舎をきれいに

保ってきた伝統を継続し、教職員、

生徒がともに一生懸命清掃に取り組

む。 

②安全点検の着実な実施と、危険個所確

認時には、担当課や業者と連携を図

り速やかに対応する。 

①学校自己評価・保護者対象「学校は、

安全・安心に配慮した教育活動を進め

ている」の肯定的な割合の向上。

（R5:88.1%→R6:90%） 

②同生徒対象「安全に安心して活動でき

るよう、先生方は気を付けてくれてい

る。」の A 評価の割合の向上。 

（R5:70.9%→R6:75%） 

①学校自己評価・保護者対象「学校は、安

全・安心に配慮した教育活動を進めてい

る」の肯定的な割合は、89.6%とほぼ目標を

達成した。 

②同生徒対象「安全に安心して活動できるよ

う、先生方は気を付けてくれている。」の A

評価の割合は、68.4%と前年度、目標を達成

できなかったが、肯定的な割合は、前年度

を 1.4%上回り 98%であった。 

Ａ 

・清掃については、時間の確保に課題

があり、行事が重なる際は清掃がで

きない日が続くことがあった。次年

度は継続して清掃ができる計画にす

る。 

・体育館空調設備設置工事、柔道場新

設工事が行われているが事故なく進

められている。引き続き安全を第一

に業者との連携を図っていく。 
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〈現状〉 

〇コミュニティ・スクール３年目を迎えるが、昨

年度の保護者を対象とした学校自己評価アンケ

ートでは、学校と地域、保護者との連携が十分

でないとの回答が増えた。 

〇これまでほぼ全ての家庭が、PTAへの加入及び

PTA役員に協力いただいたが、本年度の新入生は

PTA加入が約９割、PTA役員への協力は半数以下

となっている。 

〈課題〉 

○学校運営協議会を核とし、地域、保護者の皆さ

んの思いや願いを受け止め、学校教育活動との

連携強化が求められる。 

〇PTAについても学校を支える上で、大きな役割を

果たしており、学校運営協議会においても熟議

が必要である。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

を発信源とし

た地域に根ざ

した信頼され

る学校の実現 

①西原小学校と合同で実施している学校

運営協議会の実施方法を一部各校開催

とすることで熟議の時間を充実させ、

地域、保護者の願いの実現を図る。 

②学校運営協議会委員の構成を見直し、

地域の核となる人材や学識経験者を新

たに加えるとともに、グループワーク

などにより熟議を活性化させる。 

①学校自己評価、保護者対象「学校は保

護者や地域の人々との連携を図って教

育活動を進めている。」の肯定的な割

合の向上。(R5:78.4%→R6:80%） 

①学校自己評価、保護者対象「学校は保護者

や地域の人々との連携を図って教育活動を

進めている。」の肯定的な割合は、80.2%と

目標を達成することができた。 

 
Ａ 

・一部各校開催により学校運営協議会

における熟議の充実を図ることがで

きた。 

・引き続き地域との関わりを創出する

ための取組について熟議を深めてい

きたい。 

 

・地域から見ると外で遊ぶ子ど

もが減少し、子ども同士の関

わりが不足しているのではな

いかと感じる。地域、保護者

への働きかけが必要ではない

か。 

 

・中学生のボランティアは地域

として大変助かる。引き続き

充実を図っていただきたい。 

 

・中学生は一番親に物を言わな

くなる年代だと思うので、Ｐ

ＴＡは中学校こそ大切では。

地域や他の保護者が子どもた

ちを見張る目が必要では。 

・保護者に理解

され協力が得

られる PTA 改

革の実現 

①PTA活動について現状と課題、新たな

取組について学校運営協議会の中で取

り上げ理解を深め、よりよい活動に繋

げていく。 

②PTA と地域の連携の在り方を検討し、

保護者、地域、学校が協働できる取り

組み方を熟議する。 

①学校自己評価、保護者対象「学校は、

保護者や地域の協力、願いを受け止め

て、学校の教育活動を進めている。」

の肯定的な割合の向上。 

(R5:80.2%→R6:85%） 

①学校自己評価、保護者対象「学校は、保護

者や地域の協力、願いを受け止めて、学校

の教育活動を進めている。」の肯定的な割

合は、84.6%とほぼ目標を達成することがで

きた。 

 

Ａ 

・PTA 会長の力強いリーダーシップを

もとに、毎年活動内容の改善が図ら

れた。 

・負担軽減の視点ではやりつくした感

もあるため、ここからどのように活

動を継続、充実させていくか、学校

と PTA が協力し合って進めていく。 
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〈現状〉 

○一人一台端末が整備され３年目を迎え、ＩＣＴ 

の活用については、日常化されつつある。 

○研修への取組については、週１回の研究部会を

核とし確実に研究成果を積み上げている。 

〈課題〉 

○昨年度は、退職する教職員も発生しており、教

職員の勤務状況の把握と、状況に応じた適切な

フォローが必要である。 

・信頼される教

職員の育成と

働き方改革の

推進 

①全国教員研修プラットフォームPlant

の周知及び当初面談実施時における研

修受講奨励を行うとともに、適宜

Plant等の研修紹介を行うことで教職

員の指導力向上を図る。 

②ICT等の活用により、業務の効率化を

図り、時間外労働時間の削減を図る。 

①学校自己評価・教職員対象「研修課題

に主体的に取り組み、研究に取り組め

ているか」のAの割合の向上。

(R5:31.8%→40%) 

②独自アンケート・教職員対象「ワーク

ライフバランスを意識した働き方をし

ている」の肯定的な回答の割合の向

上。 

（R5:72.2%→R6:80%） 

①学校自己評価・教職員対象「研修課題に主

体的に取り組み、研究に取り組めている

か」のAの割合は、35%と前年度を上回った

が、目標には達さなかった。 

②独自・教職員対象「ワークライフバランス

を意識した働き方をしている」の肯定的な

回答の割合は、82%と前年度を大きく上回り

目標を達成した。 

Ａ 

・教職員の研修に取り組む姿勢は確実

に向上している。Plant のさらなる活

用に向け、個々に応じた研修が受講

できるような仕組みを考えていきた

い。 

・時間外労働時間の削減は、一人当た

り月平均が R5:約 48 時間から R6:約

30 時間に大幅に削減できた。今後は

「やりがい」について考えたい。 

 

・以前は夜の８時でも９時でも

校舎に電気がついていたが、

最近は消えていることが多

く、働き方改革が進んでいる

ことが分かる。 

・生徒や教職員の余裕を生み出

すという点で、カリキュラム

マネジメントは大切である。 



 


